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【目的】：今回我々は，下顎小臼歯が異所性埋伏
をきたした４症例を経験したので，その詳細を
文献的考察を含め報告した．

【症例の概要】：当院で過去３年間にパノラマ
エックス線写真と歯科用コーンビーム CT を撮
影された症例において，成人の異所性埋伏状態
の下顎小臼歯は４症例であった．症例の概要と
しては ,33 歳から 64 歳の男性３例，女性１例，
右側が１例，左側が３例であった．すべての症
例が水平埋伏状態で，約１歯以上の移動量を有
し，移動方向として近心が１例，遠心が３例で
あった．

【考察】：下顎小臼歯の異所性埋伏に関する報告
はまれである．移動量の大きい下顎小臼歯の異
所性埋伏は，歯導帯の彎曲に伴い正常な萌出経
路が失われることで生じる可能性が示唆されて
いる．
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目的：本研究の目的は，Digital Light Processing
（DLP）方式の 3D プリンタと光学印象用イン
プラントアナログを用いて製作した作業模型の
精度を検証することである．
材料・方法：上顎無歯顎模型と５本のインプラ
ントアナログおよびボールアバットメントのス
キャンデータを用いて，ボールアバットメント
を右側第一大臼歯（A），右側犬歯（B），右側
中切歯（C），左側犬歯（D），左側第一大臼歯（E）
部 に 配 置 し た 基 準 模 型 の CAD デ ー タ

（CADref）を作成した．次に，インプラントア
ナログ挿入用の穴を付与した CAD データ

（CADhole）を作成した．3D プリンタを用いて，
CADref と CADhole から模型を 10 個ずつ造形
し， そ れ ぞ れ を 3DPref，3DPhole と し た．
3DPhole にはインプラントアナログとボールア
バットメントを装着した．3DPref と 3Dphole
を造形後０日目～ 14 日目に，工業用スキャナ
を用いてスキャンした．ボールアバットメント
のボール部分の中心点を計測基準点として，
CADref と 3DPref および 3DPhole 上の AB 間，
AC 間，AD 間，および AE 間の距離を CAD
ソフトウェア上で計測し，比較した．
結 果： ア バ ッ ト メ ン ト 間 距 離 に 関 し て，
CADref と比較すると，3DPref では AB 間距
離と AE 間距離が有意に大きい値であった（AB
間：+0.020mm，AE 間：+0.029mm）． 一 方，
3DPhole では AE 間距離が有意に大きかった

（AE 間：+0.072mm）．模型製作０日目から 14
日目まででは，3DPhole のアバットメント間距
離に有意な経時的変化は生じなかった．
考 察：3DPref と 3DPhole を 比 較 す る と，

76� 岩医大歯誌　46巻 1 号　2021




